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■既に取り組んでいる
■�今後取り組みたいと考えており、具体的な考
えがある

■�取り組みたいと考えているが、具体案はない
■取り組む予定はない　■無回答

計画の詳細は町田市ホームページでご覧下さい 検 索町田市産業振興計画 検 索まちテレ市HP

　市内開業率は6.4％。全国平均5.0％、東京都平均6.2％を上回っており、
多くの方から起業・創業の地として選ばれています。

市内開業率　6.4％
　市が市内事業者に向けて行ったアンケートでは、事業承継を考えている
事業者のうち、後継者がいないと答えた割合が商業等で約37％、製造業等
では約45％となりました。今後も事業を継続していくために、次世代へ事
業をつなぐための支援が必要とされています。

継者不足が大きな課題後
後継者不足に悩む事業者　約4割

　市内事業所数は1万2106で、その約４分の１が「卸売業・小売業」です。
　商業は町田の強みですが、近年は近隣自治体との競争激化により陰りが
見え始めています。さらに、2020年以降に見込まれる人口減少に伴い、消
費市場の縮小も予想されます。

田は商業のまち町
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市内事業所数の産業別割合

　市が市内事業者に向けて行ったアン
ケートでは、商業・製造業等ともに約6
割の事業者が、他の事業者との事業連
携に取り組んでいる、または取り組み
たいと回答しました。
　取り組みたい内容としては「販路開
拓」や「新分野への進出」などが多くあ
がりました。

田にはチャレンジマインドがある！町
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前向きな考えを持つ事業者
約6割

でも

25.8％

9.2％

28.2％

33.1％

19.7％

5.1％

34.2％

29.1％

12.0％

製造業等

商業等

3.7％

（合計）
59.0％

（合計）
63.2％

データ出典 ： 市内事業所数の産業別割合及び市内開業率は総務省統計局「経済センサス」、それ以外は
「（仮称）町田市産業振興計画19-28」策定に係るアンケート

数字で見る町田の産業

　このような環境変化の中においても、市が活気に溢れ、ビジネスの場や働く場として「選ばれるまち」であり続けるために、企業や働く人が将来に向け
て積極的に新しい一歩を踏み出す「チャレンジ」を促進します！

　たくさんの新しい企業やビジネスが誕生し、起業・創業がしやすい風土が根付
いたまちとして浸透し、市内外からチャレンジャーやイノベーター（革新者）が
集まるまちを目指します。

最初の一歩に、最高なまち。 ～「立ち上げる」チャレンジ

開業率の上昇 指 標

　潜在的な起業・創業希望者の掘り起こしのため、幅広い世代に向けた
起業・創業の魅力発信や、創業体験セミナーを始めとした子ども向けの
事業等を拡大します。

具体的な取り組み

　市内事業者の将来を見据えた人材育成と円滑な事業承継が行われ、優れた技
術・ノウハウが次世代に受け継がれるまちを目指します。

町田なら、身近に相談できる人がいる。 ～「つなぐ」チャレンジ

事業所数の維持 指 標

　事業承継支援の担い手が支援ネットワークを構築し、それぞれの強み
を生かして効率的・効果的な支援を行います。また、市の融資制度に事業
承継資金のメニューを追加し、資金面でのサポートも行っていきます。

具体的な取り組み

　企業や業種の壁を越え、さまざまな資源・資産を生かしたオープンイノベーシ
ョン※が市内の各地で巻き起こり、自社や地域の強みを生かした他にはない商
品やサービスが生まれるまちを目指します。
※�オープンイノベーションとは…企業や組織において、外部から技術やアイデア等を取り込むこ
とにより、新しい価値（イノベーション）を創り出すこと

仲間と一緒に、拡がる可能性は無限大！ ～「拡げる」チャレンジ

１事業所あたりの付加価値額の増加 指 標

　自身の競争力を高める取り組みを支援するため、日本弁理士会関東
会との協定に基づく知的財産権の普及・啓発活動を実施します。また、
異業種・異分野間の連携促進を目的とした交流会を開催することで、新
たな価値の創造を目指します。

具体的な取り組み

「“夢”かなうまち」を目指して。
　「町田が好きで、住み続けたい。でも、副業や起業をするにはワー
クスペースが少ない！」。そういった方のため、面白い事を思い付い
た時にすぐ実行できる環境がある街にしたいという思いから、当
社は８月にシェアオフィス・コワーキングスペース「武相AGORA
（アゴラ）」を町田駅前にオープンします。

　中心市街地（町田駅周辺）において、映画館やホテル、シェアオ
フィスなど新たな賑わいと交流を生み出す施設等をつくる事業
者に対し、最大5億円の補助等を行う新たな制度を設けました。

新たな賑わいと交流を創出します！
町田市中心市街地活性化奨励制度

　個人のライフスタイルに合わせた多様な働き方が実現できるまちとして、多
くの人に選ばれるまちを目指します。また、賑わいに溢れ、ビジネスに適した環
境として、多くの事業者からも選ばれるまちを目指します。

「ちょうどいい」まちが、いちばん良い。 ～「ビジネスしやすく、働きやすいまちづくり」

昼夜間人口比率※の上昇 指 標

※�昼夜間人口比率＝ ※�コワーキングスペースとは…複数の事業者の利用に供するための事務所機能を有する施設

　中心市街地の活性化や、ライフスタイルに応じた多様な働き方を推
進するため、シェアオフィスやコワーキングスペース※、サテライトオ
フィスの立地を促進し、若者や子育て世代、シニアなど、幅広い世代の
方が働きやすい環境を整備します。

具体的な取り組み

※�データは端数処理の関係上、合計が
100％にならない場合があります

ビジネスに、働く人に、心地よいまちを目指して
町田市産業振興計画19-28を策定しました

㈱キープ・ウィルダイニング
須賀　彩水さん

7月放送の でもご紹介します市HP

昼間人口（夜間人口－昼間、市外に通勤・通学する人口＋昼間、市外から通勤・通学してくる人口）
夜間人口（市内に常駐する人口）


